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町
長
行
政
報
告

教
育
長
行
政
報
告

【
閉
校
及
び
閉
園
】

　

長
者
小
学
校
・
長
者
保
育
所

閉
園
に
お
い
て
は
、
地
域
の

方
々
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
子
ど
も
た
ち
に
も
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
円
滑
に

再
編
で
き
ま
す
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
特
に
長
者
地
区
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
断
腸
の
思
い

で
あ
っ
た
と
ご
拝
察
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
し
て

通
え
る
、
そ
し
て
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　

　

な
お
、
閉
校
と
な
る
長
者
小

学
校
、
長
者
保
育
所
の
利
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
方
々

と
十
分
話
し
合
い
を
し
な
が

ら
、
最
良
の
も
の
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
学
校
再
編
計
画
】

　

小
1
校
・
中
1
校
の
小
中
一

貫
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
の

9
月
議
会
定
例
会
で
関
連
議
案

が
否
決
さ
れ
て
お
り
、
今
議
会

に
提
出
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た

が
、
議
員
か
ら
ま
だ
十
分
に
地

域
住
民
に
説
明
が
で
き
て
い
な

い
と
の
指
摘
も
あ
り
、
4
月
に

5
カ
所
で
実
施
予
定
の
町
政
懇

談
会
に
お
い
て
、
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。な
お
、

9
月
議
会
の
否
決
を
受
け
て
開

校
予
定
1
年
遅
れ
ま
し
た
が
、

今
回
の
3
月
議
会
か
ら
6
月
議

会
に
な
る
こ
と
で
の
遅
れ
は
生

じ
な
い
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

【
令
和
７
年
度
予
算
案
】

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

案
の
総
額
は
、
74
億
1
千
934
万

円
と
、2
億
7
千
406
万
2
千
円
、

率
に
し
て
3.8
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
町
道
安
居
渓
谷
線

道
路
災
害
復
旧
工
事
3
億
円
の

増
な
ど
が
主
な
要
因
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
工
事
は
令
和

9
年
度
ま
で
で
、
総
額
9
億
円

の
大
工
事
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

行
政
に
求
め
ら
れ
る
業
務
が

多
様
化
す
る
中
、
財
源
の
確
保

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り

ま
す
が
、
移
住
・
交
流
支
援
、

妊
産
婦
検
診
等
交
通
費
支
援
、

給
食
費
の
無
償
化
、
高
等
学
校

通
学
給
付
、
奨
学
金
返
還
支
援

等
の
子
育
て
支
援
、
地
域
産
業

の
活
性
化
の
た
め
、
山
の
め
ぐ

み
舎
加
工
場
新
設
補
助
、
ウ
イ

ス
キ
ー
鍛
造
所
整
備
補
助
な

ど
、
将
来
を
見
据
え
た
予
算
編

成
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

【
合
併
20
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
】

　

合
併
20
周
年
の
記
念
式
典
を

10
月
26
日
開
催
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
。
町
内
全
体
で
盛
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う
実
施
い
た
し

ま
す
。

【
町
民
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
】

　

町
民
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
関
す
る
ビ
ラ
が
町
内
で
頒
布

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
内
容
が
事

業
の
一
部
分
を
切
り
抜
い
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
業

全
体
の
内
容
が
正
し
く
伝
わ
ら

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ

り
、
大
変
危
惧
す
る
と
と
も
に

遺
憾
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
2
年
以
上
に
渡
り
、
こ
の

関
連
の
質
問
を
し
て
い
る
議
員

の
方
も
お
り
、
町
政
の
停
滞
を

招
い
て
い
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
町
と
し
て
は
当
該
事

業
に
つ
い
て
、
協
定
書
に
基
づ

き
適
宜
適
切
に
対
応
し
て
い
ま

す
の
で
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
高
知
県
消
防
広
域
化
基
本
構

想
】

　

県
内
各
地
に
15
カ
所
設
置
さ

れ
る
消
防
本
部
の
ほ
と
ん
ど

が
、
職
員
100
人
以
下
の
小
規
模

な
組
織
で
あ
り
、
総
務
や
通
信

指
令
業
務
な
ど
に
多
く
の
労
力

を
費
や
し
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
必
要
な
消
防

力
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
常
備
消
防
組
織
を
一
本
化

し
、
現
場
の
消
防
力
強
化
に
振

り
向
け
ら
れ
る
広
域
化
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
令
和
10
年
発
足

に
向
け
て
の
協
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
広
域
化
後
に
お
い

て
も
高
吾
北
消
防
署
、
仁
淀
川

分
署
は
従
来
の
と
お
り
に
機
能

い
た
し
ま
す
。

古味町長

黒川教育長

令和７年度当初予算の概要
一般会計総額74.2億円（前年度より2.7億円増）

当初予算の概要
　歳入は、自主財源が22.3％、依存財源が77.7％となり、
国・県に大幅な依存をする構成となります。
　歳出は、「仁淀川町まちづくり計画」の重点プロジェク
トである「まち・ひと・しごと創成総合戦略」に揚げた基
本目標を着実に推進していきます。

一般会計歳出予算
【基本方針】
　『ひとりひとりが輝き 誇りが持てる あたたかいまち』
【基本目標】
①仁淀川町の強みを生かした産業の振興による雇用創出
　・林業家育成事業（林業従事者の育成・確保）
　・緊急間伐支援事業（間伐、作業道の開設を支援）
　・産業振興推進総合支援事業費補助金　など
②仁淀川町らしい観光の推進による移住・交流の促進
　・移住促進事業（人口減少対策）
　・地域おこし協力隊（隊員の募集及び支援）
　・移住交流拠点施設管理事業　など
③若い世代が幸福を感じられる条件づくり
　・出産子育て応援事業（出産応援手当等）
　・高等学校等通学給付金
　・小児季節性インフルエンザワクチン予防接種助成

　など
④みんながつながる安心安全なまちづくり
　・町営住宅改修事業
　・道路メンテナンス事業（橋梁、トンネル）
　・防災行政無線更新工事　など
⑤その他
　・本庁舎職員駐車場整備事業
　・地域経済循環創造事業（ローカル10000プロジェクト）
　・あったかふれあいセンター運営委託事業　など

一般会計歳入予算
【自主財源】
　町が自主的に調達できる収入のことです。
【依存財源】
国や県から交付されたり、割り当てられる財源や町債
（借金）のことです。
【負担金】
利用者が事業にかかる経費の一部を受益に応じて負担
するお金及び、町営住宅使用料、住民票発行手数料など、
町の施設の利用や証明書の発行による収入です。

【その他】
不動産売払いなどの財産収入、諸収入、寄附金などです。

　【歳入】

【歳出】
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１月
臨時　議案および議決結果

議員各位が賛否表明
件名及び提案理由 議決結果

専決処分の報告について
※森地区の町道梶屋敷東村線で、消防団仁淀分団の団員が消防車両で夜警中に車庫の屋根に接触し、桶等
を破損した事故の和解について専決処分をしていた

報告のみ

仁淀川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　※人事院勧告等により、給与制度の見直しに伴う所要の措置を講じるため本条例の一部を改正する 全員賛成

単純な労働に雇用される職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　※人事院勧告等により、給与制度の見直しに伴う所要の措置を講じるため本条例の一部を改正する 全員賛成

仁淀川町安居渓谷森林総合利用施設の指定管理者のについて 全員賛成

令和 6 年度仁淀川町一般会計補正予算（第 6 号）について 全員賛成

令和 6 年度仁淀川町国民健康保険直診勘定特別会計補正予算（第 2 号）について 全員賛成

議
案
の
審
議
結
果

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

総務省なるほど！選挙「寄附の禁止」

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

総務省　寄附の禁止 検 索
（公財）明るい選挙推進協会
明るい選挙推進協会　三ない運動 検 索

（4）第79号令和 7年 5月 1日発行 仁 淀 川 町 議 会 だ よ り



■
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ

る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

問　

大
野（
直
）議
員

　

令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
実

施
と
な
っ
て
い
る
が
、
職
員
の

場
合
は
、
令
和
6
年
4
月
1
日

と
聞
い
た
が
、遡
ら
な
い
の
か
。

答　

大
石
総
務
課
長

　

条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、
扶

養
手
当
の
改
正
に
係
る
も
の
。

一
般
職
の
場
合
も
扶
養
手
当
に

つ
い
て
は
、
令
和
7
年
4
月
1

日
か
ら
施
行
と
な
る
の
で
、
遡

ら
な
い
。

■
仁
淀
川
町
安
居
渓
谷
森
林

総
合
利
用
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

問　

野
村
議
員

　
（
株
）
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｕ
．の
会
社
の

内
容
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

答　

井
上
池
川
支
所
長

　

数
年
前
か
ら
池
川
の
方
で
焼

き
肉
屋
を
経
営
し
て
い
る
会

社
。

問　

藤
原
議
員

　

前
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、

３
月
31
日
で
指
定
取
り
消
し
と

い
う
話
だ
が
、
飲
酒
運
転
し
た

日
に
遡
り
取
り
消
し
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

　

取
り
消
し
を
し
た
場
合
は
、

指
定
管
理
料
の
返
還
も
求
め
て

は
ど
う
か
。

答　

井
上
池
川
支
所
長

　

代
表
取
締
役
の
飲
酒
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
と
い
う
こ
と

で
、
社
会
的
責
任
も
大
き
い
。

次
期
指
定
管
理
者
の
公
募
の
期

間
も
考
慮
し
、
町
と
し
て
３
月

31
日
で
指
定
を
取
り
消
す
決
定

を
し
た
。

問　

若
藤
議
員

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
藤
原
議
員

が
言
わ
れ
た
対
応
に
す
べ
き

だ
。
次
の
指
定
管
理
者
の
契
約

時
に
は
、
契
約
書
に
細
か
な
取

り
決
め
を
。
答
弁
不
要
。

第
1
回
1
月
臨
時
会　
Ｑ
＆
Ａ

議案の審議
　　　そこが聞きたい

－第 1回（ 1月）臨時会－

　

こ
の
た
び
は
子
ど
も
議
会
と
い

う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
自

分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
堂
々

と
主
張
し
た
り
、
ほ
か
の
人
の
考

え
を
し
っ
か
り
と
聞
い
た
り
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
私
は
人
の
意
見

に
流
さ
れ
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
間
違
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
迷
わ
ず
に
、
自
信
を
持
っ
て
発
言
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
子
ど
も
議
会
で
、
仁
淀
川
町
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
後
の
学
習
や
生
活
で
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
会
の
議
員
と
し
て
参

加
し
て
町
の
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
質
問
し
て
知
ら
な
か
っ
た
政
策

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
実

際
に
質
問
す
る
と
き
に
は
少
し
緊

張
し
た
け
ど
は
っ
き
り
と
質
問
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良
か
っ

た
。
こ
の
機
会
を
通
し
て
改
め
て

町
の
課
題
に
向
き
合
い
日
頃
か
ら

環
境
保
全
な
ど
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
み
た
い
。

⑴
〝
子
ど
も
議
会
”

仁淀中学校 3 年（当時）
町
まち

田
だ

　世
せ

羅
ら

池川中学校 3 年（当時）
西
にしがわ

川　羚
れい

斗
と
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問　

岡お
か

田だ

良り
ょ
う

成せ
い

議
員

　

弁
護
士
よ
り
、
令
和
7
年
4

月
15
日
、
裁
判
決
定
と
連
絡
が

あ
っ
た
。
町
が
不
正
と
し
て
、

町
民
に
チ
ラ
シ
1
千
部
配
布
し

た
。

　

私
の
発
言
、
チ
ラ
シ
が
事
実

で
な
け
れ
ば
即
刻
、
私
を
名
誉

棄
損
で
告
訴
し
、
身
の
潔
白
を

も
っ
て
堂
々
と
町
長
選
挙
に
臨

む
べ
き
で
あ
る
。

　

令
和
5
年
1
月
5
日
に
開
示

請
求
し
た
、
交
際
費
、
除
雪

機
、
社
長
生
命
保
険
、
ゴ
ル
フ

会
員
権
に
つ
い
て
、
平
成
30
年

か
ら
令
和
4
年
・
5
年
ま
で
の

仁
淀
川
町
町
民
バ
ス
管
理
に
関

す
る
基
本
協
定
書
、
27
条
に
お

け
る
調
査
も
し
く
は
報
告
を
求

め
る
。

　

平
成
6
年
12
月
13
日
の
開
示

請
求
に
対
し
定
期
外
運
行
の
積

算
書
で
は
、
3
年
度
と
4
年
度

と
は
す
べ
て
同
じ
と
回
答
。
回

数
、
時
間
が
異
な
る
が
理
由
を

問
う
（
警
察
か
ら
時
間
掲
載
で

き
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
3
・
4
年
度
の
実
績
時
間

が
異
な
る
）。

　

運
行
さ
れ
て
い
な
い
時
間

は
、
3
年
度
1
千
310
時
間
・
390

万
1
千
787
円
、4
年
度
550
時
間
・

390
万
1
千
787
円
（
時
間
は
異
な

る
が
金
額
は
同
じ
）、
5
年
度

1
千
459
時
間
・
441
万
9
千
192
円

分
あ
る
。
3
年
間
で
運
行
さ
れ

て
い
な
い
の
に
支
払
わ
れ
て
い

る
金
額
1
千
222
万
2
千
766
円
。

　

開
示
請
求
し
た
書
類
は
ほ
と

ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
。
町
長

答
弁
で
は
、
議
会
と
税
理
士
の

精
査
を
通
過
し
て
お
り
、
適
宜

適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
的
確

な
答
弁
な
し
。

　

答　

荒
木
企
画
振
興
課
長

　

適
宜
適
切
に
行
っ
て
お
り
、

問
題
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

答　

古
味
町
長

　

司
法
の
判
断
を
仰
ぎ
早
期
解

決
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

で
も
、
問
題
な
い
と
判
断
さ
れ

て
い
る
。
一
企
業
の
経
営
状
態

に
つ
い
て
は
、踏
み
込
め
な
い
。

　

問　

岡
田

　

提
出
さ
れ
た
積
算
書
に
は
、

直
接
費
の
内
訳
に
“
定
期
外
運

行
”
の
計
画
金
額
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
定
期
外
運
行
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
は
、
計
画
で
支
払

い
し
て
い
る
が
、
仁
淀
川
観
光

の
定
期
外
運
行
は
実
行
で
支

払
っ
て
い
る
。

　

答　

町
長

　

指
定
管
理
業
務
は
、
1
便
い

く
ら
と
い
う
計
算
で
は
な
い
。

全
体
に
対
す
る
支
払
い
。
仁
淀

川
観
光
は
1
便
発
注
、
1
便
支

払
い
で
あ
る
。

　

問　

岡
田

　

基
本
協
定
書
第
８
号
（
管
理

代
行
）、第
25
号
（
事
業
計
画
）、

第
28
号
（
定
期
報
告
書
）、
第

29
条
（
検
査
）
の
内
容
説
明
を

求
め
る
。

　

答　

企
画
振
興
課
長

　

基
本
協
定
第
8
条
は
、
甲
は

管
理
業
務
の
実
施
の
対
価
と
し

て
、
乙
に
対
し
て
管
理
代
行
料

を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

　

第
25
条
、
乙
は
指
定
期
間
に

お
け
る
事
業
年
度
ご
と
に
、
毎

年
度
甲
が
指
定
す
る
期
日
ま
で

に
事
業
計
画
書
を
提
出
し
、
甲

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

第
28
条
の
2
…
。

　

第
29
条
甲
は
、
毎
年
度
終
了

後
、
本
協
定
書
な
ど
に
定
め
ら

れ
る
内
容
に
基
づ
き
、
管
理
業

務
の
完
了
を
確
認
し
検
査
を
行

う
も
の
と
す
る
。

　

問　

岡
田

　

協
定
書
違
反
で
あ
る
。
計
画

金
額
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。
実

施
の
対
価
で
支
払
わ
れ
て
な

い
。
す
べ
て
の
証
拠
が
あ
る
。

す
べ
て
町
民
の
税
金
で
あ
る
。

　

答　

町
長

　

協
定
書
8
条
の
管
理
業
務
の

実
施
の
対
価
と
し
て
支
払
う
も

の
と
す
る
と
あ
る
が
、
1
便
い

く
ら
で
支
払
う
も
の
で
は
な

い
。
管
理
業
務
に
対
し
て
の
対

価
と
な
っ
て
お
り
ご
理
解
を
。

一
般
質
問

基
本
協
定
書
の

内
容
と
説
明

　⃝

答
　

�

町
は
適
宜
適
正
に
行
っ

て
お
り
問
題
な
い

令
和
3
・
4
・
5
年
度
の
定
期

外
バ
ス
積
算
書
に
つ
い
て

一般質問　 ７人が登壇　町政にズバリ！　

　一般質問とは、地方議会の定例会において、議員が町長などの執行機関に対し、市政全般に関する質問を行う
こと。
目的
＊行政の現状や課題恵尾把握し、その適正性をチェックする。
＊住民の声を代弁し、行政に意見や要望を伝える。
＊政策を提案し、行政の改善を促す。
＊質問と答弁を通じて、行政情報を公開し、住民の理解を深める。
　一般質問は、地方議会における重要は活動の一つであり、住民の声を市政に反映させるための貴重な機会です。
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問　

袷か
た

岡お
か

智と
も

凖の
り

議
員

　

今
年
度
の
予
算
総
額
は
、
若

干
の
増
額
で
あ
っ
た
。
人
口
減

少
、
学
校
の
統
廃
合
な
ど
、
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
具
体
的
な

説
明
を
聞
く
。

　

答　

古
味
町
長

　

3
本
の
柱
で
考
え
て
い
る
。

　

1
点
目
は
人
口
減
少
対
策

で
、
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
実

施
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
住

ま
い
の
確
保
。

　

2
点
目
は
、
子
育
て
支
援
の

充
実
で
、
給
食
費
の
無
償
化
、

高
等
学
校
通
学
給
付
な
ど
。

　

3
点
目
は
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
。
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
、耐
震
改
修
事
業
な
ど
。

ま
た
、
合
併
20
周
年
の
記
念
式

典
や
、
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。

　

問　

袷
岡

　

提
案
は
本
町
、
越
知
町
、
佐

川
町
に
声
を
か
け
出
会
い
の
機

会
を
作
る
。
年
齢
・
性
別
は
不

問
だ
が
、
身
分
だ
け
は
明
ら
か

に
し
、
事
後
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
。

　

ま
た
県
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
た
岩
屋
川
渓
谷
の
ジ
ッ

プ
ラ
イ
ン
は
盛
況
か
。
業
績
の

検
証
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

答　

町
長

　

町
独
自
の
婚
活
だ
が
、
す
で

に
実
施
し
3
件
成
婚
し
て
い

る
。
県
で
も
実
施
し
て
い
る
。

　

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
は
県
、
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
つ
く
っ

た
施
設
で
官
民
一
体
で
は
な

い
。

　

答　

荒
木
企
画
振
興
課
長

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
体
験
を

通
じ
た
若
年
層
交
流
支
援
事

業
と
い
う
の
を
新
規
で
構
え
、

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
施
設
を
利
用
し

た
交
流
を
考
え
て
い
る
。

⃝

答
　

�

有
効
活
用
に
努
め
る

坪
井
地
区
に
関
し
て

　⃝

答
　

�

学
校
再
編
検
討
委
員
会

の
意
見
を
尊
重
す
る

小
中
一
貫
校
に
関
し
て

　⃝
答
　

�3
点
を
重
点
実
施

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

問　

野の

村む
ら

安や
す

夫お

議
員

　

校
舎
建
築
予
定
地
は
、
大
洪

水
・
大
地
震
時
、
安
全
な
場
所

か
。

　

公
共
施
設
な
ど
を
大
崎
地
区

に
集
中
す
る
こ
と
は
、
今
後
の

町
に
と
っ
て
有
意
義
か
。
ま
た

統
合
し
た
後
の
跡
地
の
活
用
、

避
難
場
所
以
外
に
何
か
考
え
て

い
る
か
。

　

答　

黒
川
教
育
長

　

大
崎
地
区
の
施
設
全
て
に
お

い
て
、
災
害
時
一
定
の
安
全
性

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
施
設
を

集
中
す
る
こ
と
の
良
し
悪
し
は

議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

閉
校
後
の
施
設
は
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
と
有
効
利
用
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

野
村

　

予
定
地
は
、
地
質
調
査
が
完

全
に
実
施
で
き
た
か
。
耐
震
基

準
が
十
分
で
な
い
と
考
え
る

が
、十
分
に
把
握
し
て
い
る
か
。

　

施
設
を
一
極
集
中
す
る
こ
と

は
、
災
害
時
に
町
の
機
能
が
低

下
す
る
の
で
避
け
る
べ
き
と
思

う
。

　

旧
名
野
川
小
学
校
、
今
年
3

月
に
閉
校
に
な
る
長
者
小
学
校

の
利
用
状
況
、
利
用
目
的
を
聞

く
。

　

旧
町
村
に
一
貫
校
を
建
築
し

て
も
よ
い
の
で
は
。

　

答　

教
育
長

　

ポ
イ
ン
ト
は
押
さ
え
調
査
し

て
い
る
。

　

各
地
域
に
発
展
し
て
も
ら
い

た
い
が
経
費
の
問
題
な
ど
考
慮

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

旧
名
野
川
小
学
校
は
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
で
活
用
し
て
お
り
、

長
者
小
学
校
は
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
、

学
校
再
編
検
討
委
員
会
の
意
見

を
尊
重
す
る
。

　

答　

古
味
町
長

　

地
質
調
査
、
安
全
面
で
も
問

題
な
い
。

　

来
月
13
日
、
20
日
に
町
政
懇

談
会
を
開
く
。

　

問　

野
村

　

本
町
に
寄
附
さ
れ
た
坪
井
地

区
の
建
物
は
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
。

　

答　

田
代
農
林
課
長

　

当
該
施
設
は
老
朽
化
し
て
お

り
一
部
の
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。

　

地
域
学
校
連
携
事
業
の
一
環

で
、
立
命
館
大
学
の
学
生
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
短
期
労
働

者
の
宿
泊
・
各
種
団
体
へ
の
短

期
間
の
貸
し
出
し
な
ど
施
設
の

有
効
活
用
を
進
め
る
。

　

問　

野
村

　

利
用
価
値
が
少
な
い
建
物
に

投
資
を
し
て
、
大
き
な
損
失
に

な
ら
な
い
よ
う
に
。

　

答　

農
林
課
長

　

有
効
活
用
に
努
め
て
い
く
。

　

問　

野
村

　

坪
井
地
区
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
。

　

答　

荒
木
企
画
振
興
課
長

　

民
間
事
業
者
の
管
轄
。

一
般
質
問
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問　

大お
お

野の

直な
お

孝た
か

議
員

　

選
定
審
議
会
へ
提
出
さ
れ
た

仁
淀
川
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
資
料

が
情
報
開
示
さ
れ
、
令
和
3
年

度
の
財
産
目
録
に
屋
根
付
車
庫

３
棟
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
減

価
償
却
費
を
計
上
し
て
い
た
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
。よ
っ
て
、

令
和
4
年
10
月
24
日
の
選
定
審

議
会
へ
、
虚
偽
の
書
類
を
提
出

し
た
こ
と
に
な
り
、
令
和
4
年

11
月
30
日
の
議
会
へ
の
説
明
も

虚
偽
の
説
明
で
は
な
い
か
。

　

答　

古
味
町
長

　

適
宜
適
正
に
行
っ
て
お
り
、

問
題
な
い
。

　

問　

大
野（
直
）

　

令
和
3
年
度
の
屋
根
付
車
庫

3
棟
の
記
述
は
、
選
定
審
議
会

へ
の
書
類
が
情
報
開
示
さ
れ
、

業
者
が
記
載
し
て
い
た
も
の
と

確
認
を
し
た
。
こ
の
こ
と
に
間

違
い
は
な
い
か
。

　

答　

大
石
総
務
課
長

　

業
者
が
記
載
し
た
も
の
。

　

問　

大
野（
直
）

　

令
和
4
年
12
月
定
例
会
で

は
、
町
長
が
屋
根
付
車
庫
３
棟

の
減
価
償
却
費
の
説
明
ま
で
し

て
い
た
。
業
者
が
提
出
の
書
類

に
な
い
は
ず
の
屋
根
付
車
庫
3

棟
を
記
載
し
て
い
た
こ
と
を

知
っ
て
い
た
の
か
。

　

答　

総
務
課
長

　

質
問
の
趣
旨
が
よ
く
分
か
ら

な
い
の
で
答
弁
で
き
な
い
。

　

問　

竹た
け

本も
と

文ふ
み

直な
お

議
員

　

佐
川
高
校
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
会
議
の
内
容
と
方
向
性

は
。

　

答　

黒
川
教
育
長

　

1
月
16
日
の
立
ち
上
げ
準
備

会
で
は
目
指
す
学
校
像
は
、
生

徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
夢

や
目
標
の
実
現
を
支
え
る
教
育

と
魅
力
的
な
授
業
を
行
い
、
地

域
に
根
差
し
、
多
様
な
進
路
選

択
を
支
援
す
る
学
校
。

　

目
指
す
生
徒
像
は
、
地
域
を

理
解
し
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
生
徒
、
ま

た
、
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、
自

ら
を
考
え
、
行
動
し
、
夢
や
目

標
に
向
か
っ
て
、
自
立
で
き
る

生
徒
と
い
っ
た
意
見
に
集
約
さ

れ
た
。

　

町
村
が
考
え
る
学
校
と
生
徒

の
理
想
の
状
態
や
、
現
状
な
ど

の
整
理
。
学
校
運
営
協
議
会
と

の
関
係
性
な
ど
調
整
し
て
い

く
。

　

問　

竹
本

　

令
和
10
年
度
の
入
学
生
が
、

40
人
を
切
れ
ば
再
編
か
縮
小
か

選
択
を
迫
ら
れ
る
。
ど
う
す
る

の
か
。

　

答　

古
味
町
長

　

近
隣
町
村
と
歩
調
を
合
わ
せ

山
間
地
域
の
高
校
を
守
り
、
存

続
さ
せ
る
た
め
、
サ
ク
ラ
サ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
な
、
地

域
を
課
題
と
し
た
探
究
学
習
に

も
力
を
入
れ
地
域
に
密
着
し
た

学
校
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
、

訴
え
る
。

　

問　

竹
本

　

今
年
度
末
有
望
な
若
手
職
員

が
多
数
退
職
す
る
。
こ
の
実
態

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
対
処
さ

れ
る
の
か
。

　

答　

町
長

　

今
年
度
末
定
年
前
退
職
者
は

6
人
、
大
変
残
念
だ
が
そ
の
選

択
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
状

況
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
要
因

を
分
析
し
対
策
を
講
じ
る
。

　

議
会
で
２
年
以
上
に
わ
た
っ

て
同
じ
質
問
ば
か
り
し
、
建
設

的
な
立
場
で
将
来
の
こ
と
が
、

議
論
さ
れ
な
い
状
況
を
見
て
職

員
自
身
が
将
来
へ
の
展
望
を
描

け
な
い
こ
と
も
一
因
で
は
な
い

か
。

　

職
員
研
修
を
実
施
、
時
間
外

勤
務
抑
制
に
よ
る
職
場
環
境
の

充
実
も
同
時
に
行
う
。

　

問　

竹
本

　

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職

場
に
す
る
た
め
何
が
必
要
か
。

課
長
幹
部
の
方
々
に
考
え
て
ほ

し
い
。

　

評
価
制
度
、
人
事
も
含
め
、

根
本
か
ら
見
直
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
。

　

答　

町
長

　

常
日
頃
課
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
協
力
、
1
人
に

負
荷
を
か
け
な
い
な
ど
、
庁
議

で
も
指
示
を
し
て
い
る
が
十
分

な
対
応
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
、
人
事
評
価
に
つ
い

て
も
機
能
し
て
い
る
か
を
含

め
、
検
証
し
て
い
く
。

一
般
質
問

　⃝
答
　
適
宜
適
正
に
行
っ
て
い
る

選
定
審
議
会
に
つ
い
て

　⃝

答
　

�

近
隣
町
村
の
町
村
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

地
域
に
密
着
し
た
学
校
と
な
る
こ
と

佐
川
高
校
地
域
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
会
議

⃝

答
　

�

職
場
の
環
境
改
善

に
取
り
組
む

職
員
早
期
退
職

※
他
に
、「
指
定
管
理
を
め
ぐ
る
財

産
目
録
に
つ
い
て
及
び
剰
余
金

算
定
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い

て
」な
ど
を
執
行
部
に
糺た
だ

し
た
。
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問　

藤と
う

堂ど
う

賢け
ん

太た

郎ろ
う

議
員

　

小
中
一
貫
校
の
建
物
の
規
模

や
基
準
・
建
設
費
用
が
全
く
不

透
明
で
、
賛
成
・
反
対
の
判
断

で
き
な
い
。

　

小
学
校
低
学
年
は
通
学
時
間

が
増
え
て
負
担
が
大
き
い
。

　

校
舎
の
耐
用
年
数
も
小
学
校

は
余
裕
が
在
る
の
で
急
が
ず
に

仁
淀
・
池
川
で
の
継
続
は
ど
う

か
。　

　

中
学
の
統
合
は
や
む
を
得
な

い
が
、
建
設
費
が
町
財
政
を
圧

迫
し
て
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
な
る
の
で
は
。

　

答　

黒
川
教
育
長

　

教
育
環
境
の
変
化
が
著
し

い
。
保
護
者
の
声
、
学
校
再
検

討
委
員
会
の
提
言
か
ら
も
、
6

年
で
は
遅
く
早
急
な
対
応
が
必

要
。

　

一
貫
校
の
建
物
の
規
模
・
配

置
は
、
小
中
学
校
の
機
能
を
有

す
る
施
設
規
模
で
詳
し
く
は
今

後
検
討
し
て
い
く
。
校
舎
建
設

と
と
も
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
整
備
し
た
い
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
新
築
概
算

費
約
33
億
円
。
国
補
助
対
象
と

し
て
残
り
22
億
円
に
対
し
起
債

を
打
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う

ち
15
億
円
は
普
通
交
付
税
で
返

還
さ
れ
る
。
残
る
7
億
円
が
町

単
費
に
な
る
の
で
、
減
債
基
金

を
有
効
活
用
し
た
い
。
福
祉
事

業
な
ど
学
校
建
設
以
外
の
事
業

の
実
施
に
財
政
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
取
り
組
む
。

　

答　

大
石
総
務
課
長

　

起
債
と
基
金
の
現
在
高
は
そ

れ
ぞ
れ
約
50
億
円
。
減
債
基
金

は
地
方
財
政
法
に
基
づ
き
決
算

剰
余
金
の
積
み
立
て
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
。
特
定
目
的
の

基
金
に
つ
い
て
も
、
予
算
に
余

裕
が
出
た
場
合
は
積
み
立
て
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

若わ
か

藤ふ
じ

敏と
し

久ひ
さ

議
員

　

地
区
集
会
所
建
築
費
の
8
割

は
町
の
補
助
金
で
2
割
が
地
区

負
担
で
あ
る
。

　

Ｏ
地
区
集
会
所
建
築
に
際

し
、
設
計
図
か
ら
領
収
書
に
至

る
ま
で
関
係
書
類
は
提
出
さ
れ

て
い
な
い
。

　

町
の
補
助
金
は
適
正
に
使
用

さ
れ
て
い
る
と
確
認
は
し
た
の

か
。

　

答　

荒
木
企
画
振
興
課
長

　

建
築
関
係
者
や
前
区
長
へ
の

聞
き
取
り
を
行
い
、
ま
た
他
の

建
築
業
者
に
依
頼
し
、
費
用
の

再
積
算
を
行
う
な
ど
精
査
を

行
っ
た
が
問
題
は
な
か
っ
た
。

　

問　

若
藤

　

900
万
円
の
建
物
に
し
て
は
お

そ
ま
つ
過
ぎ
る
。
現
区
長
は
、

何
度
催
促
し
て
も
資
料
を
提
出

し
て
も
ら
え
ず
、業
者
や
大
工
、

役
場
な
ど
を
回
り
矛
盾
点
を
見

つ
け
、
弁
護
士
や
警
察
、
検
察

に
相
談
し
た
。

　

建
物
を
見
る
と
天
井
は
な
く

屋
根
の
野
地
板
は
直
接
見
え
て

い
る
。

　

基
礎
も
低
く
建
築
基
準
法
に

合
致
し
て
い
る
か
も
疑
問
だ
。

再
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
。

　

答　

企
画
振
興
課
長

　

事
業
自
体
は
地
区
だ
が
町
も

補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
集
会

所
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
で
き

る
建
物
で
あ
る
。

　

お
か
し
い
金
額
で
は
な
い
。

　

問　

若
藤

　

一
番
の
疑
問
点
は
建
築
費
を

補
助
金
と
地
区
負
担
金
に
分

け
、
双
方
か
ら
基
礎
工
事
費
を

請
求
し
受
け
取
っ
て
い
る
が
不

正
は
な
い
か
。

　

ま
た
建
築
に
関
与
し
て
い
な

い
第
3
の
業
者
が
工
事
の
検
査

証
明
書
を
町
長
宛
に
提
出
す
る

の
も
お
か
し
い
の
で
は
。

　

答　

企
画
振
興
課
長

　

指
摘
の
基
礎
工
事
は
、
ベ
タ

基
礎
部
分
と
床
束
部
分
と
の
認

識
で
あ
り
、
二
重
請
求
に
は
あ

た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

第
三
者
の
建
築
業
者
に
よ
る

見
積
書
に
つ
い
て
は
、
現
区
長

に
依
頼
さ
れ
、
役
場
が
取
得
し

た
。

　

問　

若
藤

　

今
議
会
に
関
連
議
案
を
提
出

す
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
な
ぜ

提
出
し
な
か
っ
た
の
か
。

　

答　

古
味
町
長

　

児
童
、
生
徒
数
の
減
少
、
施

設
の
老
朽
化
な
ど
学
校
再
編
は

町
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
。
議

会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
の
は

住
民
に
浸
透
し
て
い
な
い
か
ら

で
、
今
後
は
町
政
懇
談
会
な
ど

で
説
明
を
重
ね
て
い
く
。

　

問　

若
藤

　

保
護
者
の
方
々
は
素
晴
ら
し

い
意
見
を
持
っ
て
い
る
。

　

前
議
会
で
女
性
の
意
見
を
聞

く
よ
う
に
言
っ
た
は
ず
だ
が
、

町
長
も
教
育
長
も
動
く
の
が
遅

い
！
機
敏
に
行
動
を
。

　

答　

町
長

　

次
期
町
長
選
挙
の
公
約
に

小
・
中
一
貫
校
の
早
期
実
現
を

掲
げ
、町
民
の
理
解
を
得
た
い
。

一
般
質
問

　⃝
答
　

�
再
精
査
を
行
っ
た

が
問
題
な
し

集
会
所
建
設
に
つ
い
て

　⃝

答
　

�

生
徒
数
の
減
少
・
施
設
の
老
朽

化
で
6
年
よ
り
早
い
対
応
を

小
中
一
貫
校
問
題
に

つ
い
て
聞
く

⃝

答
　

�

懇
談
会
な
ど
で
説

明
し
て
い
く

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
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議員各位が賛否表明
件名及び提案理由 議決結果

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について
　※刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、関連条例の改正が必要となるため、本条例を制定する 全員賛成
仁淀川町土佐和牛生産振興対策事業資金供給基本条例について
※農業者に対し、肉用牛の導入等の資金を貸し付けることにより、農業経営安定、土佐和牛の生産基盤の
強化を図るため、本条例を制定する。

全員賛成

仁淀川町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例について
※行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法率の改正に伴い、同法の引用部
分に条項ずれが生じるため、本条例の一部を改正する

全員賛成

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
※人事院勧告に伴い、仕事と生活の両立支援の拡充の項目に対し、勤務環境の整備を行うため、本条例の
一部を改正する

全員賛成

職員の育児休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
※育児休業、介護休業等育児又は家族介護を伴う労働者の福祉に関する法律の一部改正に伴い、同法の引
用部分に条項ずれが生じるため本条例の一部を改正する。

全員賛成

仁淀川町一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について
※経済社会情勢の変化に対応するため、国家公務員等の旅費に関する法律等の改正を考慮し、本条例の一
部を改正する

全員賛成

仁淀川町税条例及び行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
※行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用などに関する法律の改正に伴い、同法の引用
部分に条項ずれが生じるため、本条例の一部を改正する

全員賛成

仁淀川町手数料徴収条例の一部を改正する条例について、地方自治法第96条の規定により議決を求める
　※負荷の適正化及び他自治体の動向等を考慮し、本条例の一部を改正する 全員賛成
仁淀川町スクールバスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　※長者小学校の休校に伴い、本条例の一部を改正する 全員賛成
仁淀川町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について
※災害関連死が疑われる事案が生じた場合に速やかに審議会を開催し、判断をする必要があるため、本条
例の一部を改正する

全員賛成
仁淀川町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び仁淀川町特定教育・保
育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
※家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特
定子ども・子育て支援施設などの運営に関する基準の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する

全員賛成

仁淀川町デイサービスセンター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
※令和 ７年度から対象者がいなくなるとともに、他の既存サービスへの移行で対象可能となるため、本条
例の一部を改正する

全員賛成
仁淀川町長寿祝金など支給条例の一部を改正する条例について
　※長寿祝い金等の見直しを行うため、本条例の一部を改正する 全員賛成
仁淀川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
　※県下市町村の保険料（税）水準の統一を見据える必要があるため、本条例の一部を改正する 全員賛成
仁淀川町安居渓谷森林総合利用施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　※物価高騰、人件費上昇の影響等に対応するため、本条例の一部を改正する 全員賛成
仁淀川町観光センター等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　※物価高騰、人件費上昇の影響等に対応するため、本条例の一部を改正する 全員賛成
仁淀川町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について
※布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件について所有の改正が行われるため、本条例の一部を改
正する

全員賛成
仁淀川町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について
　※仁淀川町一般職の職員の旅費に関する条例の一部改正に伴い、本条例の一部を改正する 全員賛成
仁淀川町池川地域林業総合支援事業フォグ施設の設置及び管理に関する条例を廃止す
る条例について
　※当該施設の老朽化等に伴い、本条例を廃止する

全員賛成

　議案および議決結果 議
案
の
審
議
結
果

３月
定例
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■
仁
淀
川
町
安
居
渓
谷
森
林

総
合
利
用
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

若
藤
議
員

　

指
定
管
理
の
条
件
が
以
前
と

変
わ
っ
た
の
か
。

答　

井
上
池
川
支
所
長

　

新
た
な
指
定
管
理
の
委
託
内

容
に
変
更
は
な
い
。

　

宿
泊
利
用
料
金
を
今
回
の
条

例
で
改
正
し
て
い
る
。
物
価
高

騰
・
人
件
費
の
値
上
が
り
に
よ

る
経
費
増
加
の
た
め
。
特
に
繁

忙
期
に
利
用
料
金
が
引
き
上
げ

措
置
で
き
る
よ
う
に
上
限
額
の

調
整
を
図
っ
た
。

問　

竹
本
議
員

　

乙
女
河
原
の
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ

と
飛
龍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
そ
の

ま
ま
引
き
継
ぐ
の
か
。
営
業
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て

も
ら
い
た
い
。

答　

井
上
池
川
支
所
長

　

新
し
い
指
定
管
理
者
が
交
渉

を
し
て
い
る
が
、
ま
だ
町
の
方

に
報
告
は
き
て
い
な
い
。

　

現
在
は
1
年
契
約
と
な
っ
て

お
り
、
新
し
い
指
定
管
理
業
者

の
考
え
に
な
っ
て
く
る
が
、
役

場
も
間
に
入
っ
て
話
は
し
て
い

き
た
い
。

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

問　

竹
本
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
、
毎
年

減
っ
て
い
る
。
体
制
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
専
門
部

署
を
構
え
て
本
気
で
取
り
組
ん

で
み
て
は
。

　

移
住
希
望
者
が
現
在
の
移
住

担
当
者
へ
の
不
信
感
が
非
常
に

強
い
。
長
い
間
同
じ
担
当
者
が

し
て
い
る
が
、
体
制
を
見
直
す

べ
き
。

　

高
吾
北
広
域
特
別
負
担
金
9

千
万
円
の
不
足
理
由
が
町
民
に

は
全
く
分
か
ら
な
い
。
丁
寧
に

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

県
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
に

補
助
が
あ
る
。
町
独
自
の
予
算

を
組
む
予
定
は
な
い
か
。

　

観
光
協
会
補
助
金
に
つ
い

て
、
年
々
補
助
額
は
増
え
て
い

る
が
、
土
日
に
観
光
客
が
多
い

は
ず
だ
が
、
観
光
協
会
は
定
休

日
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
対
応
で
き
る
の

か
。

議案の審議
　　　そこが聞きたい

－第 2回（ 3月）定例会－

第
2
回
3
月
定
例
会　
Ｑ
＆
Ａ

議員各位が賛否表明
件名及び提案理由 議決結果

令和 6 年度仁淀川町一般会計補正予算（第 7 号）について 全員賛成
令和 6 年度仁淀川町国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号）について 全員賛成
令和 6 年度仁淀川町国民健康保険直診勘定特別会計補正予算（第 3 号）について 全員賛成
令和 6 年度仁淀川町介護保険特別会計補正予算（第 2 号）について 全員賛成
令和 6 年度仁淀川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）について 全員賛成
令和 7 年度仁淀川町一般会計予算について 全員賛成
令和 7 年度仁淀川町国民健康保険特別会計予算について 全員賛成
令和 7 年度仁淀川町国民健康保険直診勘定特別会計補正予算について 全員賛成
令和 7 年度仁淀川町介護保険特別会計予算について 全員賛成
令和 7 年度仁淀川町後期高齢者医療特別会計予算について 全員賛成
令和 7 年度仁淀川町会計事務集中管理特別会計予算について 全員賛成
令和 7 年度仁淀川町簡易水道事業会計予算について 全員賛成
令和 7 年度仁淀川町農業集落排水事業会計予算について 全員賛成
財産の取得について
※令和 6年度住基ネット機器更改業務は、予定価格が700万円以上の財産の取得であるため、議会の議決
を求める

全員賛成
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答　

荒
木
企
画
課
長

　

こ
こ
数
年
で
ふ
る
さ
と
納
税

額
が
減
少
し
て
い
る
。
新
た
な

事
業
所
に
お
願
い
す
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
、
町
と
一
緒
に

な
っ
て
新
し
く
取
り
組
む
体
制

を
し
て
い
る
。

　

移
住
希
望
者
か
ら
の
不
信
感

を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
内
部
で

も
情
報
の
共
有
な
ど
を
行
う
。

答　

井
上
町
民
課
長

　

太
陽
光
発
電
の
町
独
自
の
補

助
金
に
関
し
て
は
検
討
中
。

答　

西
森
医
療
保
険
課
長

　

高
吾
北
広
域
特
別
負
担
金
に

つ
い
て
、
住
民
な
ど
へ
の
周
知

は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
何
ら

か
の
形
で
周
知
す
る
。

答　

荒
木
企
画
課
長

　

観
光
協
会
に
つ
い
て
は
、
今

後
は
元
の
状
態
に
戻
し
て
も
ら

う
よ
う
協
議
を
し
て
い
く
。

問　

竹
本
議
員

　

他
の
自
治
体
は
ふ
る
さ
と
納

税
の
専
門
部
署
を
構
え
て
必
死

に
な
っ
て
予
算
獲
得
し
て
い

る
。

　

観
光
客
も
移
住
者
も
こ
の
町

に
対
す
る
不
信
感
を
持
っ
た
ら

ど
れ
だ
け
拡
散
す
る
か
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
影
響
力
が
ど
れ
だ
け
あ
る

か
。観
光
協
会
も
同
様
で
あ
る
。

も
う
少
し
真
剣
に
町
の
将
来
を

考
え
る
べ
き
で
は
。

答　

古
味
町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
件
に
つ
い

て
は
今
現
在
人
員
不
足
。
業
者

の
状
況
も
見
な
が
ら
職
員
が

も
っ
と
介
入
す
る
よ
う
に
な
る

か
と
思
う
。
移
住
関
係
に
つ
い

て
は
、
丁
寧
な
対
応
に
心
が
け

る
よ
う
に
今
後
指
導
し
て
い
き

た
い
。

問　

藤
﨑
議
員

　

障
が
い
者
介
護
給
付
費
等
、

障
が
い
児
介
護
給
付
費
、
林
業

振
興
費
負
担
金
補
助
及
び
交
付

金
、
消
防
費
機
械
器
具
費
、
防

災
対
策
費
住
宅
耐
震
改
修
事
業

補
助
金
、
建
築
物
耐
震
対
策
、

教
育
振
興
費
補
助
金
な
ど
の
増

額
理
由
は
。

　
答　

日
浦
健
康
福
祉
課
長

　

障
が
い
者
・
障
が
い
児
共
に

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
者
の
増
加
に

伴
い
今
年
度
予
算
に
つ
い
て
は

両
方
と
も
増
額
し
て
計
上
し

た
。

答　

大
石
総
務
課
長

　

消
防
積
載
車
2
台
の
購
入
経

費
。
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら

定
期
的
に
更
新
し
て
い
く
。
2

台
で
約
3
千
200
万
円
。

　

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
能
登
半
島
地
震
以
来

住
民
の
関
心
が
高
く
な
り
当
初

予
算
で
は
賄
い
き
れ
な
い
た

め
、
増
額
。

　

建
築
物
耐
震
対
策
緊
急
促
進

事
業
に
つ
い
て
は
、
倒
壊
に
よ

り
国
道
33
号
が
寸
断
さ
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
改
修
を
行
う
。

答　

田
代
農
林
課
長

　

花
粉
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

相
ノ
谷
に
無
花
粉
の
木
を
生
育

育
成
す
る
た
め
の
施
設
整
備
。

　

県
産
材
の
輸
出
促
進
事
業
は

ス
タ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
。

　

木
質
資
源
資
料
促
進
事
業
費

補
助
金
は
林
地
残
材
用
中
間
土

場
整
備
。

　

林
業
労
働
者
環
境
改
善
事
業

費
補
助
金
は
就
労
者
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
、林
業
の
検
診
支
援
。

答　

𠮷
川
教
育
次
長
補
佐

　

パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
パ
ソ
コ
ン
が
古

く
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
き
な

い
た
め
、今
回
リ
ー
ス
料
の
計
上
。

　

シ
ス
テ
ム
使
用
料
に
つ
い
て

は
学
校
の
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
を
効
率
的

で
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
ソ

フ
ト
使
用
料
の
計
上
。

問　

藤
﨑
議
員

　

委
託
料
が
増
え
て
い
る
の
が

非
常
に
多
い
。
総
括
し
て
の
理

由
は
。

　

工
事
費
の
請
負
金
額
が
少
な

い
。
道
が
悪
く
な
っ
て
い
る
場

所
が
多
い
。
巡
回
し
て
悪
い
所

は
直
し
て
は
。

答　

大
石
総
務
課
長

　

委
託
料
全
般
的
な
理
由
と
し

て
は
、
企
業
の
人
件
費
の
高
騰

が
挙
げ
ら
れ
る
。
施
設
維
持
管

理
に
関
す
る
委
託
料
な
ど
も
増

額
。
そ
の
他
に
つ
い
て
も
、
物

価
高
騰
に
よ
り
上
が
っ
て
き
て

い
る
。

答　

神
岡
建
設
課
長

　

舗
装
工
事
の
要
望
が
非
常
に

多
い
。
路
線
を
分
け
て
予
算
化

し
て
い
る
。
路
線
数
も
多
く
個

所
数
も
多
い
の
で
要
望
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
直
し

て
い
る
状
況
。

問　

藤
原
議
員

　

防
災
対
策
費
の
報
酬
と
職
員

手
当
で
会
計
年
度
任
用
職
員
1

人
分
が
418
万
1
千
円
と
な
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
年
収

は
。

答　

大
石
総
務
課
長

　

一
般
事
務
補
助
員
の
場
合
、

最
高
で
300
万
円
強
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
社
保
な
ど
の
加
算
が
あ

り
400
万
円
ぐ
ら
い
。

問　

若
藤
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
も
っ
と
本

腰
を
入
れ
て
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
秋
葉
原
Ｌ
Ａ
Ｏ
Ｘ
へ
の
出

店
が
駄
目
に
な
っ
て
い
る
が
、

出
店
業
者
へ
の
在
庫
な
ど
の
確

認
や
返
還
が
で
き
て
い
る
か
。

答　

荒
木
企
画
課
長

　

大
手
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
に
は
参
加
し
て
い
る
が
、
仁

淀
川
町
の
物
品
を
選
ん
で
い
た

だ
く
よ
う
な
見
せ
方
が
難
し

い
。
真
摯
に
受
け
止
め
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

答　

田
代
農
林
課
長

　

Ｌ
Ａ
Ｏ
Ｘ
は
9
月
議
会
で
継

続
し
て
い
き
た
い
と
話
を
し
た

が
、
現
在
事
業
者
の
方
か
ら
も

今
後
更
新
を
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
出
店
を
止
め
て
い
る
。
商

第
2
回
3
月
定
例
会　
Ｑ
＆
Ａ
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品
に
つ
い
て
は
、
順
次
役
場
に

返
品
さ
れ
て
い
る
の
で
、
数
量

な
ど
確
認
次
第
早
急
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問　

袷
岡
議
員

　

水
道
な
ど
苦
情
を
言
え
ば
す

ぐ
整
備
を
し
て
く
れ
る
所
と
そ

う
で
は
な
い
所
は
い
つ
ま
で
も

そ
の
ま
ま
と
い
う
実
態
と
し
て

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

神
岡
建
設
課
長

　

要
望
が
あ
れ
ば
現
場
に
行

き
、
平
等
に
危
険
度
な
ど
を
見

て
決
定
し
て
い
る
。

■
令
和
7
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

問　

竹
本
議
員

　

一
般
介
護
予
防
事
業
費
が
前

年
度
と
比
較
し
て
652
万
9
千
円

減
額
に
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

答　

日
浦
健
康
福
祉
課
長

　

来
年
度
か
ら
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
交
付
金
と
い
う
一

括
交
付
金
を
活
用
。
交
付
金
の

対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は

一
般
会
計
に
移
し
た
。
主
に
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
や
パ

ワ
リ
ハ
サ
ポ
ー
ト
の
業
務
に
つ

い
て
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
も
の
が

す
べ
て
移
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
交
付
金
の
対
象
が
細
か
く
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、
該
当
部
分

の
み
移
し
、
該
当
に
な
ら
な
い

部
分
は
従
来
ど
お
り
介
護
保
険

会
計
に
残
し
た
。

《
動
議
》

■
継
続
的
な
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
（
案
）
の
設
置

に
つ
い
て

提
案
者　

藤
原
大
議
員

　

名
称
は
、「
議
会
改
革
調
査
特

別
委
員
会
」
と
し
、
設
置
の
理

由
と
す
る
も
の
は
、
日
々
激
変

す
る
社
会
情
勢
な
ど
に
、
当
町

議
会
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ

う
、
現
在
に
適
応
し
た
議
会
の

形
を
継
続
し
て
議
論
し
て
い
く

と
い
う
も
の
。

質
疑　

若
藤
敏
久
議
員

　

説
明
の
中
に
あ
っ
た
町
長

選
・
議
員
選
の
同
日
選
挙
は
絶

対
に
し
て
は
駄
目
だ
。
実
際
同

日
選
挙
を
し
て
い
る
市
町
村
に

聞
い
て
み
て
は
。

答　

藤
原
議
員

　

2
年
前
の
議
員
研
修
で
美
浦

村
へ
行
っ
た
が
、
議
員
の
中
で

も
今
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
結
論
が
出
た
。
先

ほ
ど
述
べ
た
こ
と
を
す
べ
て
実

行
す
る
会
で
は
な
く
、
同
日
選

挙
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
会
を
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

討
論　

な
し

《
採
決
》

賛
成
多
数
、
継
続
的
な
議
会
改

革
調
査
特
別
委
員
会
（
案
）
の

設
置
に
つ
い
て
可
決

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　

委員長
藤
ふじ

原
はら

　　大
だい

副委員長
竹
たけもと

本　文
ふみなお

直
委員

大
おお

野
の

　直
なおたか

孝
委員

藤
ふじさき

﨑　源
もとひこ

彦
委員

藤
とうどう

堂賢
けん

太
た

郎
ろう

第
2
回
3
月
定
例
会　
Ｑ
＆
Ａ

　

一
人
の
女
の
子
が
赤
い
風
船

を
持
っ
て
佇
ん
で
い
る
。
向
こ

う
か
ら
歩
い
て
く
る
の
は
お
父

さ
ん
だ
ろ
う
か
。

　

や
が
て
み
ん
な
の
準
備
が
で

き
た
ら
一
斉
に
手
を
放
す
。
無

心
に
。

（
大
野
直
孝　

記
）

⑵
〝�

長
者
小
長
者
保
育
所

の
閉
校
閉
園
式
で
”
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総務教育民生常任委員会報告

　総務教育民生常任委員会は、「医療法人　治
じ

久
きゅう

会
かい

もみのき病院」が運営する、児童発達支援事業所「も
みのきっず」の岡林様に講師を依頼し、仁淀川町役場 1 階多目的ホールにて、発達障害児向け放課後デイ
サービス事業の取り組み、その他についての勉強会を行いました。
　近年時代の変化にもよりますが、増加傾向にある発達障害児向けのデイサービス事業などの説明を受け、
当町からも委員だけでなく保護者、健康福祉課、教育委員会のスタッフも参加しておりましたので、町内
でもこのようなサービス運営の可能性も含め、質疑なども行いました。

委員長　　盈　岡　智　凖　

１ 　期　　　日　令和 6 年12月19日（木）　14時30分から15時30分　
２ 　研修会場所　仁淀川町役場 1 階多目的ホール
３ 　研 修 講 師　医療法人 治久会 もみのき病院「もみのきっず」岡林　美由紀 様
　　参　加　者　14人
　　　委 員 長　　盈岡　智凖　　　副委員長　　藤堂賢太郎
　　　委　　員　　野村　安夫・大野　　弘
　　　議　　員　　藤原　　大
　　　〈研修参加者〉
　　　　　　　　・健康福祉課　 4 人・教育委員会　 2 人・議会事務局　 1 人
　　　　　　　　・発達凸凹保護者会　 2 人

研修の様子

※読後、議会だよりに対するご意見、ご感想をお寄せください
（仁淀川町議会事務局）☎0889－35－1081
〠781－1592　吾川郡仁淀川町大崎200番地

※メールアドレス　gikai@town.niyodogawa.lg.jp
※議会を傍聴しませんか

（日程は、防災無線などでお知らせいたします）
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仁淀川町議会　映像配信のご案内
●アクセス方法
　スマートフォンなどでの視聴
「議会だより」の表紙のＱＲコードから

　パソコンで視聴
仁淀川町のホームページから

●ライブ（実況生中継）定例会・臨時会の実
況中継
　議会開催当日（実際の議会進行から２～５
分遅れ）見逃した場合や再度視聴する場合
は、ＶＯＤ配信をご利用ください。
●ＶＯＤ（録画）配信
　議会の開催後１週間～10日後（平成元年
12月議会以後のもの、おおむね４年間）。

スマートフォンで視聴
左記の二次元コードを読み取って、スマートフォン用サイトへアクセスできます。なお、スマートフォ
ンで映像をご覧になる場合は、Ｗｉ－Ｆｉを安定して利用できる場所での閲覧を推奨します。

議会中継視聴　仁淀川町のホームページからもアクセスできます。
　　　　　　　　http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

議
長
一
口
メ
モ 

　
　
　
　
　
　
　

　
「
期
待
」

　

3
月
定
例
会
に
お
い
て
、
日
々
変
化
す
る
社

会
情
勢
に
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、
議
論

を
し
魅
力
あ
る
議
会
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
、
若
手
議
員
よ
り
議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会
設
置
が
提
案
さ
れ
議
決
さ
れ
た
。

　

目
的
と
し
て
は
、
議
会
の
あ
り
方
や
体
制
な

ど
が
基
本
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
町
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
く
町
民
と
の
意
見
交
換
会
で

の
、
ご
意
見
な
ど
も
参
考
に
し
議
会
改
革
を
進

め
て
い
け
る
も
の
と
思
う
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り
組
み
、
ま

た
、
分
か
り
や
す
く
魅
力
の
あ
る
議
会
に
な
れ

ば
、
議
員
な
り
手
不
足
解
消
対
策
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
今
後
と

も
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。議

長　

大
野　
　

弘

　

令
和
6
年
12
月

3
日
〜
6
日　

定
例
議
会

　
　

3
日　

全
員
協
議
会

　
　

6
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

7
日　

名
野
川
地
区
敬
老
会

　
　

19
日　

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会
研
修

　
　

20
日　

吾
川
郡
町
村
議
会
議
長
会

　
　

23
日　

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

令
和
7
年
1
月　
　
　
　

　
　

2
日　

は
た
ち
の
つ
ど
い

　
　

14
日　

国
道
33
号
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

　
　

16
日　

議
会
だ
よ
り
特
別
委
員
会

　
　

17
日　

仁
淀
川
町
建
設
業
協
会
懇
談
会

　
　

19
日　

仁
淀
川
町
消
防
団
出
初
式

　
　

29
日　

臨
時
会
・
仁
淀
川
町
防
災
会
議

　
　

30
日　

仁
淀
川
改
修
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

2
月　
　
　

 

　
　

11
日　

秋
葉
祭
り

　
　

21
日　

�

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
、

町
村
長
と
の
意
見
交
換
会

　
　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会
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今
議
会
で
は
、
新
た
に
議
会

改
革
調
査
委
員
会
と
い
う
も
の

が
設
立
さ
れ
、
議
会
自
体
も
現

況
に
沿
っ
た
形
に
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
、
よ
り
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

読
み
や
す
い
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
作
り
を
心
が
け
て
い
き
ま

す
。
動
画
配
信
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
藤
原　

大　

記
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

藤
原　
　

大

副
委
員
長　

藤
﨑　

源
彦

委　
　

員　

藤
堂
賢
太
郎

大
野　

直
孝

竹
本　

文
直

議　
　

長　

大
野　
　

弘

町
内
の
商
店
を
巡
ろ
う
！
　
茶
農
家
の
店「
あ
す
な
ろ
」

話 題

営業時間　10：00〜16：00
　・ランチは10：00〜14：00まで　・スイーツ・ドリンクは15：30まで
人気メニュー　沢渡茶うどん御膳スペシャル　1,580円（税込）

店長からのコメント
　沢渡茶を練りこんだお茶の麺は茶どころならではの「茶うどん」。コシのあるうどんと
やさしい味のだしが人気です。
　当店オリジナルの「茶塩ごま」をかけてお茶の香りや旨みを足してお召し上がりください。
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